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令和３年広審第３３号 

裁    決 

引船Ｂ引船列漁船Ｄ衝突事件 

 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

  受  審  人  ｄ 

    職  名 Ｄ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について，当海難審判所は，理事官浅野活人出席のうえ審理し，

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１箇月停止する。 

 受審人ｄを戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年８月６日２１時１３分半僅か過ぎ 

 香川県小豆島北方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 引船Ｂ       台船Ｃ 
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  総 ト ン 数 １９トン 

  登 録 長 １３.９１メートル 

  垂 線 間 長            ５０.００メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   出    力 ７３１キロワット 

  船 種 船 名 漁船Ｄ 

  総 ト ン 数 ４.９トン 

  登 録 長 １２.５２メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   漁船法馬力数 ４８キロワット 

３ 事実の経過 

 (1) 設備等 

  ア Ｂ 

    Ｂは，操舵室を船体中央船首寄りに，曳航装置を船尾甲板に設

け，フラップラダーを装備した鋼製引船兼作業船で，操舵室前部

中央に操舵スタンド，右舷側に機関遠隔操縦装置，左舷側にレー

ダー及びＧＰＳプロッターをそれぞれ備えていた。 

  イ Ｄ 

    Ｄは，操舵室を船体中央部に，同室前方甲板上に２個３列のい

けすを配し，ネットローラー及びＡ型デリックを船体後部に装備

した小型機船底びき網漁業に従事する汽笛不装備のＦＲＰ製漁船

で，操舵室前部中央に磁気コンパス，左舷側に舵輪，機関遠隔操

縦装置及びＧＰＳプロッター，右舷側にレーダーをそれぞれ備え

ていた。 

 (2) 本件発生に至る経緯 

   Ｂは，ｂ受審人ほか１人が乗り組み，船首１.０メートル船尾２.５
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メートルの喫水をもって，船首尾とも０.３メートルの喫水となっ

た非自航式鋼製台船Ｃの前部両舷のビットから伸出した直径６０ミ

リメートル（以下「ミリ」という。）長さ約１８メートルの２本の

合成繊維索が，Ｂの船尾から伸出した直径６０ミリ長さ約６０メー

トルの合成繊維索の一端とＹ字型にシャックル等で接続され，同船

の船尾からＣの後端までの距離が約１２５メートルとなった引船列

（以下「Ｂ引船列」という。）を構成し，令和２年８月６日１０時

４０分愛媛県東予港を発し，兵庫県相生港に向かった。 

   ｂ受審人は，出港操船後，相生港までの航海時間を約１２時間と

見込んで甲板員と適宜船橋当直を交替しながら燧灘を北上し，備讃

瀬戸南航路及び備讃瀬戸東航路を東行したのち，１９時００分頃香

川県男木島西方沖合で甲板員と交替して同当直に当たり，航行中の

えい航船を示す法定灯火を表示し，Ｃの船首部に舷灯一対及び船尾

部中央に船尾灯を表示したほか，船首尾両舷に点滅灯各１個を点灯

させ，小豆島北方沖合に向けて北上した。 

   ｂ受審人は，レーダーを０.５海里レンジでコースアップのセン

ター表示及びＧＰＳプロッターを３海里レンジとしてそれぞれ作動

させ，舵輪後方に立って小豆島北方沖合を北上していたところ，右

舷船首方に漁船群及び同漁船群を離れたところに緑，白，紅３灯を

認め，同船の動静を監視しながら北上を続けた。 

ｂ受審人は，前示漁船群から離すこととし，２１時０７分半僅か

過ぎ備前黄島灯台（以下「黄島灯台」という。）から１８２.５度

（真方位，以下同じ。）２.０６海里の地点で，針路を０４４度に

定め，５.３ノットの速力（対地速力，以下同じ。）で自動操舵に

より進行した。 

   ｂ受審人は，２１時１０分半右舷船首４１度９８０メートルのと
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ころに西行中のＤの白，紅２灯を視認し，同船に対する動静監視を

続け，２１時１１分黄島灯台から１７６.５度１.８４海里の地点に

達したとき，右舷船首４１度８００メートルとなったＤがその後前

路を左方に横切り衝突のおそれがある態勢で接近するのを認めたが，

自船引船列を他船が避けるものと思い，Ｄの船尾方を航過できるよ

う大幅に針路を転じるなど，同船の進路を避けることなく続航した。 

   こうして，ｂ受審人は，Ｄに避航を期待しながら進行中，２１時

１１分半僅か過ぎ避航する様子がないＤに対して汽笛の吹鳴及び探

照灯の照射を行ったが更に同船と接近して衝突の危険を感じ，２１

時１２分半僅か過ぎ黄島灯台から１７３度１.７５海里の地点で，

手動操舵に切り替え，左舵１５度をとったものの，及ばず，２１時

１３分半僅か過ぎ黄島灯台から１７２.５度１.７３海里の地点にお

いて，Ｂ引船列は，０１９度に向首し，４.１ノットの速力となっ

たとき，Ｃの右舷中央部がＤの船首部に後方から８７度の角度で衝

突した。 

   当時，天候は晴れで風力１の北東風が吹き，潮候は上げ潮の中央

期にあたり，視界は良好であった。 

   また，Ｄは，ｄ受審人が単独で乗り組み，操業の目的で，船首

０.４メートル船尾１.３メートルの喫水をもって，同日１２時００

分香川県長浜漁港を発し，小豆島北方沖合の漁場に向かった。 

   ｄ受審人は，１２時２０分前示漁場に到着し，漁ろうに従事して

いることを示す鼓型形象物を，その後トロールにより漁ろうに従事

していることを示す法定灯火を表示して操業を繰り返し，２０時５０

分操業を終えて漁場を発進し，漁獲物を水揚げするため岡山県朝日

漁港に向かった。 

ｄ受審人は，２１時０５分黄島灯台から１４７度２.４２海里の
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地点で，朝日漁港に向けて針路を２８６度に定め，８.０ノットの

速力で自動操舵により進行し，前路に航行の支障となる他船を認め

なかったので操舵室前方左舷側に移動して漁獲物の選別を始めた。 

   ｄ受審人は，いけすのさぶたに腰を掛けて選別を続け，２１時１１

分黄島灯台から１６３度１.８９海里の地点に達したとき，左舷船

首２１度８００メートルにＢの白，白，緑３灯のほか，左舷船首２６

度８９０メートルにＣの緑１灯及び点滅灯を視認することができ，

Ｂ引船列がその後前路を右方に横切り衝突のおそれがある態勢で接

近する状況であったが，漁獲物の選別に気をとられ，見張りを十分

に行わなかったので，このことに気付かなかった。 

   こうして，ｄ受審人は，Ｂ引船列に対して警告信号を行うことも，

間近に接近しても衝突を避けるための協力動作をとることもないま

ま続航し，Ｄは，原針路及び原速力で，前示のとおり衝突した。 

   衝突の結果，Ｂ引船列は，Ｃの右舷中央部外板に修理を要しない

擦過傷を生じ，Ｄは，船首部を圧壊したが，のち修理された。 

 

 （航法の適用） 

 本件は，夜間，小豆島北方沖合において，北上するＢ引船列と，西行

するＤとが衝突したもので，衝突地点付近は海上交通安全法の適用海域

であるが，同法には，本件に適用できる航法規定がないので，一般法で

ある海上衝突予防法が適用されることになる。 

 本件時，両船は，互いに視野の内にあり，互いに進路を横切り衝突の

おそれがある態勢で接近したもので，両船の付近には航行の支障となる

障害物や他船は存在せず，衝突のおそれがある態勢となってから衝突に

至るまでの間に，それぞれに要求される動作をとるのに十分な時間的，

距離的余裕があったものと認められる。 
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 したがって，本件は，海上衝突予防法第１５条の横切り船の航法によ

って律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件衝突は，夜間，小豆島北方沖合において，両船が互いに進路を横

切り衝突のおそれがある態勢で接近した際，北上するＢ引船列が，前路

を左方に横切るＤの進路を避けなかったことによって発生したが，西行

するＤが，見張り不十分で，警告信号を行わず，衝突を避けるための協

力動作をとらなかったことも一因をなすものである。 

 ｂ受審人は，夜間，小豆島北方沖合において，相生港に向けて北上中，

Ｄが西方に向けて航行し，前路を左方に横切り衝突のおそれがある態勢

で接近するのを認めた場合，同船の船尾方を航過できるよう大幅に針路

を転じるなど，Ｄの進路を避けるべき注意義務があった。しかるに，同

人は，自船引船列を他船が避けるものと思い，Ｄの進路を避けなかった

職務上の過失により，同船との衝突を招き，Ｃ及びＤ両船に損傷を生じ

させるに至った。 

 以上のｂ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１箇

月停止する。 

 ｄ受審人は，夜間，小豆島北方沖合において，朝日漁港に向けて航行

する場合，接近する他船を見落とすことのないよう，見張りを十分に行

うべき注意義務があった。しかるに，同人は，漁獲物の選別に気をとら

れ，見張りを十分に行わなかった職務上の過失により，前路を右方に横

切り衝突のおそれがある態勢で接近するＢ引船列に気付かず，警告信号

を行うことも，衝突を避けるための協力動作をとることもないまま進行

して衝突を招き，Ｃ及びＤ両船に損傷を生じさせるに至った。 
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 以上のｄ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年２月９日 

     広島地方海難審判所 

        審 判 長 審 判 官  岸  尾  光  一 

 

             審 判 官  濱  田  真  人 

 

             審 判 官  永  木  俊  文 


